第37回 沖縄県児童養護研究大会　研究部会テーマ
第１研究部会　「子どもの自立に向けた支援のあり方とは」
テーマ解説 　虐待によるトラウマ（心的外傷）体験や不適切な養育環境、親の疾病等、様々な背景により児童養護施設や里親家庭で暮らす子どもや社会的支援を受ける子ども達は心に傷を抱え、自己肯定感が低くなることも少なくはない。
　　　　　　そのような中、施設や里親をはじめとする児童福祉関係者は、安心・安全の確保、基本的生活習慣の確立、進学・就職に向け学習支援や仕事への意識付け等、退所並びに支援終了後の「自立」を目標に様々な支援を行っている。
本研究部会では、児童が「自己肯定感」を高めながら、児童が施設や里親等から巣立った後も自らの足で歩いていける「自立」のあり方について考える。
運営方法　　事例発表・グループ討議
助　言　者　　砂川　恵正　氏（児童養護施設　なごみ・美さと児童園

スーパーバイザー）
発表施設　　島添の丘
第２研究部会　「食育の大切さを学ぶ　～沖縄の食文化の伝え方～」
テーマ解説　「食」は心身の発達や基本的生活習慣の確立だけでなく、食材の購入や調理、温かい食事の摂取等を通し、心を育む人格形成の場でもある。
　　　　　　児童福祉施設や里親等で暮らす子ども達にとって「食」による支援や心を豊かにする経験は重要であり、施設の小規模化が進む中、食育の充実も私達児童福祉関係者に求められている。
　本研究部会では、食育のあり方が問われる中、食事が子どもに与える影響や施設等で行う「食育」の視点、沖縄の食材を活用した調理法等を学ぶにより、子どもの健やかな心身の成長のために食の観点からどのように支援できるかを考える。
運営方法　　講義・グループ演習
講　　 師    上原　かおり　氏（一般社団法人トータルウエルネスプロジェクト
オキナワ　カエプロジェクト講師・管理栄養士）
第３研究部会　「日々のいとなみから養育を考える」
テーマ解説　平成28年に改正された児童福祉法では、「児童が権利の主体であること」「児童の最善の利益が優先されること」等が謳われている。
　　　　　 児童養護施設等においては、これまでにも子ども一人ひとりの背景や特性にあわせて寄り添い、家族の再統合に向けた支援や成長に応じた専門機関や支援者等へのつなぎ等を行ってきた。
本研究部会では、施設機能の原点を見つめるとともに、子どもの権利を主体とした「一人ひとりに寄り添う」支援のあり方について考える。
運営方法　　事例発表・グループ討議　
助　言　者　　村瀬　嘉代子　氏（日本心理研修センター　理事長／
　　　　大正大学　名誉・客員教授）
発表施設　　吉水寮
